
この場所には、何も記載しないでください。

）意注ご（ 
 ・この用紙は、機械で処理します
ので、金額を記入する際は、枠内
にはっきりと記入してください。
また、本票を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。
 ・この用紙は、ゆうちょ銀行又は
郵便局の払込機能付きATMでもご
利用いただけます。
 ・この払込書を、ゆうちょ銀行又
は郵便局の渉外員にお預けになる
ときは、引換えに預り証を必ずお
受け取りください。
 ・ご依頼人様からご提出いただき
ました払込書に記載されたおとこ
ろ、おなまえ等は、加入者様に通
知されます。
 ・この受領証は、払込みの証拠と
なるものですから大切に保管して
ください。
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広 報 ほ う き

日　程　1月16日（金）　９：３０～１１：３０　溝口公民館
　　　　　　　　　　１９：００～２0：３０　岸本公民館
テーマ　東日本大震災被災地派遣職員として
講　師　伯耆町役場地域整備課　小村　恵吾  課長

　「人権」と構えずに、人との出逢いの場、身近なことを
学ぶ機会として、皆さんお誘い合わせのうえ、どうぞ気軽
にご参加ください。皆さんのお越しをお待ちしています。

ひ まわりセミナー
伯 耆 町 人 権 啓 発 講 座

【問い合わせ先】 教育委員会事務局　人権政策室　☎６２－０７１３
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税金の控除が受けられます
　個人が2,000円を超える寄附を行ったときに、住
民税と所得税から一定の控除を受けることができま
す。寄附先の“ふるさと”に定義はなく、出身地やゆ
かりのあるまちなど自由に選ぶことができます。

適用下限額
2,000円

寄附金控除額（税の軽減額）
所得税と住民税額から限度額まで控除

寄　附　金

福祉の確保
　健康教室開催など高齢者福祉
の充実や、将来の伯耆町を担う次
世代の育成などに関する事業。

まちづくりの促進
　地域の自主的な活動などへの助成や、
地域の防火水槽・消火用ホース格納庫の
改修などの、防災活動への支援事業。

環境の保全
　大山、日野川などの豊かな自然
環境保全のため、自然の大切さを
学ぶ事業。

　いただいた寄附金は、寄附者の方の想いを大切
に、伯耆町のまちづくりのために有効に活用させて
いただきます。

『ふるさと納税』（寄附金）の活用

郵便局から振込（払込手数料無料）
　専用の振込用紙を送付しますの
で、総務課へご連絡ください。ホーム
ページからも申込できます。　

クレジットカード払い（12月1日～）
　インターネットを利用した「Yahoo!公
金支払い」による手続です（手数料無料）。

役場出納室での入金
　総務課または分庁総合窓口課へ
お越しください。

『ふるさと納税』（寄附金）を
およせいただく方法

　5,000円以上のふるさと納税（寄附金）をお寄せいただいた方へ、伯
耆町産の特産品をお礼の品としてお届けします。
　伯耆町ふるさと納税お礼の品を１１月にリニューアルし、伯耆町の特
産品の中から寄附金額によりお選びいただけるようにしました。詳しく
はホームページをご覧ください。

寄附された方への感謝の気持ちとして
～選べるお礼の品【特産品】～

【問い合わせ先】 総務課 ふるさと納税担当　☎0859-68-3111 
　　　　　　　　e-mail  h_furusato@houki-town.jp　http://www.houki-town.jp/public/hfurusato/

有
料
広
告

こ
ん
に
ち
は 

町
長
で
す
。

県道日野溝口線
開通式で
あいさつする町長

「仲良し家族　はだかでおふろ　たのしいな」　家族の部　植田　直彰
「杖をつく　じぃじよりも　早なった　ほらほらみてろと　稚児囲む路」　一般の部　畑池　原　みずほ
「いつもより　会話も弾む　家庭の日」　一般の部　根雨原　上谷　義

青少年育成
伯耆町民会議
伯耆町教育委員会

（敬称略）毎月第3日曜日は「家庭の日」 　平成25年度第１回伯耆町「家庭の日」標語に入賞された
作品を紹介します。

　
新
年
を
迎
え
ま
す
。毎
年
の
こ
と

と
は
い
え
、
一
年
を
振
り
返
り
、何

か
し
ら
新
し
い
目
標
を
考
え
て
み
た

く
な
り
ま
す
。こ
の
時
期
、ふ
だ
ん
は

離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
方
も
帰
省
さ

れ
、賑
や
か
で
楽
し
い
お
正
月
と
な

る
こ
と
も
暖
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。町
民
の
皆
さ
ん
お
一
人
お
ひ
と

り
に
と
っ
て
、こ
の
新
し
い
年
が
素
晴

ら
し
い
一
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、年
末
に
総
選
挙
が
あ
り
、

政
権
与
党
の
構
成
に
大
き
な
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。突
発
的
な

総
選
挙
だ
っ
た
こ
と
と
、い
わ
ゆ
る

「
右
か
左
か
」と
い
っ
た
大
き
な
争
点

が
乏
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、有
権
者

の
選
択
と
し
て
は
難
し
い
面
が
あ
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。事
前
の
調
査

で
は
こ
こ
数
年
続
く
巨
大
与
党
の
一

強
体
制
か
ら
与
野
党
伯
仲
の
政
治

的
緊
張
を
望
む
声
が
あ
っ
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、や
は
り
現
状

維
持
を
望
む
声
の
方
が
大
き
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。数
が
力
と

い
う
政
治
の
世
界
で
は
あ
り
ま
す

が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
い
国
民
の
声

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、か
じ
取
り

を
し
て
い
く
の
か
、財
政
の
抱
え
る

課
題
や
複
雑
化
す
る
国
際
関
係
を

考
え
る
と
、こ
れ
ま
で
以
上
に
難
し

い
状
況
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
ふ
り
か
え
る
と
、前
回
の
未
年
の

平
成
15
年
は
非
常
に
特
徴
的
な
年
で

し
た
。経
済
情
勢
で
は
株
価
は
低
調

で
あ
っ
た
も
の
の
、為
替
相
場

は
安
定
し
、ま
ず
ま
ず
の
経
済

成
長
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し

問
題
が
あ
っ
た
の
が
気
象
、災

害
。宮
城
県
沖
、十
勝
沖
と
二

つ
の
大
き
な
地
震
が
あ
り
、冷

夏
と
な
っ
た
の
も
こ
の
年
で

す
。最
近
も
火
山
災
害
や
地

震
被
害
な
ど
が
発
生
し
て
い

ま
す
か
ら
、新
年
も
災
害
に
は

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
な
ど
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
書
き
ま
し
た
が
、や
は
り

健
康
が
一
番
。元
気
で
笑
顔

が
溢
れ
る
年
に
し
て
い
け
る

よ
う
、み
ん
な
で
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ひ
つ
じ
ど
し

この場所には、何も記載しないでください。
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受け取りください。
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ました払込書に記載されたおとこ
ろ、おなまえ等は、加入者様に通
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 ・この受領証は、払込みの証拠と
なるものですから大切に保管して
ください。
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税金の控除が受けられます
　個人が2,000円を超える寄附を行ったときに、住
民税と所得税から一定の控除を受けることができま
す。寄附先の“ふるさと”に定義はなく、出身地やゆ
かりのあるまちなど自由に選ぶことができます。

適用下限額
2,000円

寄附金控除額（税の軽減額）
所得税と住民税額から限度額まで控除
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　健康教室開催など高齢者福祉
の充実や、将来の伯耆町を担う次
世代の育成などに関する事業。

まちづくりの促進
　地域の自主的な活動などへの助成や、
地域の防火水槽・消火用ホース格納庫の
改修などの、防災活動への支援事業。

環境の保全
　大山、日野川などの豊かな自然
環境保全のため、自然の大切さを
学ぶ事業。

　いただいた寄附金は、寄附者の方の想いを大切
に、伯耆町のまちづくりのために有効に活用させて
いただきます。

『ふるさと納税』（寄附金）の活用

郵便局から振込（払込手数料無料）
　専用の振込用紙を送付しますの
で、総務課へご連絡ください。ホーム
ページからも申込できます。　

クレジットカード払い（12月1日～）
　インターネットを利用した「Yahoo!公
金支払い」による手続です（手数料無料）。

役場出納室での入金
　総務課または分庁総合窓口課へ
お越しください。

『ふるさと納税』（寄附金）を
およせいただく方法

　5,000円以上のふるさと納税（寄附金）をお寄せいただいた方へ、伯
耆町産の特産品をお礼の品としてお届けします。
　伯耆町ふるさと納税お礼の品を１１月にリニューアルし、伯耆町の特
産品の中から寄附金額によりお選びいただけるようにしました。詳しく
はホームページをご覧ください。

寄附された方への感謝の気持ちとして
～選べるお礼の品【特産品】～

【問い合わせ先】 総務課 ふるさと納税担当　☎0859-68-3111 
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